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月
12
日
に
、
平
成
26
年
の
成
人
式

　
　
　

が
な
び
あ
す
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
平
成
5

年
か
ら
平
成
6
年
に
か
け
て
生
ま
れ
た

１
１
６
人
の
方
々
で
す
。

　

式
に
は
、
色
鮮
や
か
な
振
袖
や
新
し
い

ス
ー
ツ
を
着
た
若
者
た
ち
が
出
席
し
、
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
山
口
町
長
を
は
じ
め
来
賓

の
方
々
か
ら
新
成
人
へ
お
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
、
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て

岸
本
有
実
子
さ
ん(

松
原)

が
、｢

こ
れ
か

ら
成
人
と
し
て
、
社
会
の
規
則･

秩
序
を

守
る
と
と
も
に
責
任
あ
る
行
動
を
と
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
立
派
な
社
会
人
と

な
る
よ
う
一
生
懸
命
努
力
し
、
未
来
へ
向

け
て
一
歩
一
歩
、
力
強
く
歩
ん
で
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
。｣

と
答
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
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式
典
後
に
行
わ
れ
た
成
人
式
実
行

委
員
会
主
催
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
放
映
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
中
学
校
時
代

の
恩
師
や
旧
友
た
ち
と
近
況
報
告
や

写
真
撮
影
等
を
し
な
が
ら
、
笑
顔
で

再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

成
人
式
実
行
委
員
会
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

  

レ
セ
プ
シ
ョ
ン↑成人式実行委員の皆さん

↑ビンゴゲームで盛り上がる

↑成人を祝い乾杯

↑友達と集まり写真撮影 ↑恩師との再会
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浜
を
離
れ
て
、
今
叶
え
よ
う
と
し

　
　
　

て
い
る
夢
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
歌
手
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

高
校
で
は
中
途
半
端
で
、
自
分
に
自
信

が
な
か
っ
た
私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
音

楽
で
し
た
。
い
つ
し
か
私
も
音
楽
で
人
を

助
け
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
後
、
音
楽
の
専
門
学
校
に

進
学
し
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
に
出
会
い
、

自
信
が
芽
生
え
ま
し
た
。
人
と
話
す
の
が

苦
手
で
、
人
と
接
す
る
こ
と
が
恐
か
っ
た

自
分
は
も
う
過
去
の
自
分
で
す
。
人
と
接

す
る
こ
と
が
好
き
で
、
積
極
的
で
、
一
生

懸
命
な
自
分
が
今
は
い
ま
す
。

　

大
き
な
夢
を
見
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増

え
て
い
る
今
、
こ
の
美
浜
町
で
生
ま
れ
た

私
が
デ
ビ
ュ
ー
を
し
、
美
浜
町
の
子
ど
も

た
ち
に
希
望
を
与
え
る
存
在
に
な
り
た
い

で
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
の
日
か
大
き
く
な
っ
て

こ
の
美
浜
町
に
帰
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う

に
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
夢

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
た
い

　

 
成
人
を
迎
え
た
１
１
６
人
。

　

そ
の
瞳
の
先
に
は
、
無
限
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
を
一
生
懸
命
に
生
き
る
若
人
た
ち
の
熱
き
思
い
。

　

新
成
人
に
は
、
こ
ん
な
夢
が
あ
り
ま
す
。

岩本　淳也

美

― 

尊
敬
す
る
人
は
？

フ
ァ
ン
キ
ー
モ
ン
キ
ー
ベ
イ
ビ
ー
ズ
の
よ

う
な
、
人
に
生
き
る
力
を
与
え
る
音
楽
を

作
り
た
い
。

― 

美
浜
町
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

私
を
作
っ
て
く
れ
た
町
と
し
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。

さん ( 菅浜 )
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は
、
高
校
を
卒
業
後
、
美
浜
町
で

　
　
　

就
職
し
、
毎
日
一
生
懸
命
働
い
て

い
ま
す
。

　

中
学
校
で
体
験
し
た
物
づ
く
り
に
興
味

を
持
ち
、
高
校
で
は
電
子
機
械
科
に
進
み

ま
し
た
。今
、高
校
時
代
か
ら
や
り
た
か
っ

た
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
が
作
っ
た
製
品
が
、
現
在
建

設
中
の
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
等
、
町
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　

私
は
、
看
護
師
の
免
許
を
取
る
た

　
　
　

め
に
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

辛
い
こ
と
や
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
強
い
意
志
を
持
っ
て

乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
。

　

将
来
、
看
護
師
に
な
っ
た
ら
、
一
人
ひ

と
り
の
患
者
さ
ん
と
し
っ
か
り
向
き
合
え

る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
地

元
で
働
き
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
も
ら
い
、

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
恩
返
し
を
す
る
こ
と

が
、
今
の
私
の
目
標
で
す
。

　

ま
た
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
、
振

り
返
っ
た
時
に
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う

に
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

美
浜
町
に
恩
返
し
を
し
た
い

や
り
た
か
っ
た
こ
の
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
た
い

浅妻　美咲 

特集
平成 26 年美浜町成人式

今

― 

尊
敬
す
る
人
は
？

敦
賀
市
立
看
護
専
門
学
校
の
先
生
方

― 

美
浜
町
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

み
ん
な
が
帰
っ
て
き
た
い
と
思
う
よ
う
な

す
て
き
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

山本　宙

私

に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
経
験
を
積
ん
で
腕
を
磨
き
、

会
社
の
中
心
と
な
っ
て
働
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
こ
の
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

― 

尊
敬
す
る
人
は
？

中
学
校･

高
校
の
恩
師
で
す
。

― 

美
浜
町
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

活
気
あ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

さん ( 早瀬 )

さん ( 金山 )
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感
謝
の
思
い

大井　美果

周
り
の
方
に
支
え
ら
れ
て　
　

　
　
　
　
　
　

今
の
私
が
い
る

私

― 

将
来
の
夢
は
？

看
護
師
か
保
健
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

が
現
在
、
志
望
の
大
学
に
行
き
、

　
　
　

楽
し
く
学
習
で
き
て
い
る
の
は
自

分
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
、
環

境
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
少
人
数
な
ら
で
は
の
学

習
が
で
き
、
地
元
の
方
々
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
で
は
ボ
ー
ト
を
始
め
、
た

く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
先

生
方
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
に
助
け
ら
れ
て
今
の
私
が
い
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、何
よ
り
も
大
き
な
支
え
で
あ
り
、

感
謝
し
て
い
る
の
は
、や
は
り
両
親
で
す
。

　

ま
だ
成
人
と
し
て
の
自
覚
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経

験
し
、
吸
収
し
て
、
美
浜
町
を
支
え
て
い

け
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

― 

美
浜
町
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

若
者
が
活
気
づ
い
た
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　これまで支えてくれたたくさんの方々。

　成人を迎え、今となって分かる感謝の気持ち。

　今伝えたい ｢ ありがとう ｣ があります。

さん ( 新庄 )
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人
暮
ら
し
を
始
め
て
最
初
に
感
じ

　
　
　

た
の
は
親
の
あ
り
が
た
さ
で
し

た
。
身
の
周
り
の
こ
と
を
す
べ
て
自
分
で

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
自
分
で
見
つ
け
、
決
定
し
、
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
置
か
れ
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
相
談
す
る
と
い
つ
も
一
緒

に
考
え
て
く
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
、

最
終
的
に
は｢

自
分
の
や
り
た
い
よ
う
に

や
り
な｣

と
言
っ
て
私
の
背
中
を
押
し
て

く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も「
頑
張
れ
」と
言
っ

て
私
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
ん
な
に
温
か
い
両
親
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
頑
張
っ

て
こ
れ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
ら
両
親
を
支
え
て
い

け
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
出
会
い
を
大
切
に

今
度
は
私
が
両
親
を
支
え
た
い大塩　沙央里

森　勇真

特集
平成 26 年美浜町成人式

1

成

― 

将
来
の
夢
は
？

小
学
校
の
教
員
で
す
。

― 
美
浜
町
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

外
に
出
た
人
が
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

― 

将
来
の
夢
は
？

今
し
て
い
る
仕
事
の
す
べ
て
の
作
業
を
自

分
で
出
来
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
腕
を
磨
き

た
い
で
す
。

― 

美
浜
町
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
元
気
な
町
に
し
た

い
で
す
。

　
　
　

人
を
迎
え
た
今
、
人
と
の
出
会
い

　
　
　

や
つ
な
が
り
が
大
切
な
ん
だ
と
改

め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
無
駄
な
出
会
い

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
り
、
性
格
が
合
わ
な
い
人

等
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
も
、
大
切
な

の
は
、
そ
う
い
う
人
の
素
顔
や
笑
顔
を
探

り
見
つ
け
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
時
に
先
生
が
、

｢

人
の
良
い
所
を
褒
め
よ
う｣

と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
、
何
と
な
く
分

か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
の
自
分
は
周
り
の
支
え
の
お

か
げ
だ
と
昔
よ
り
も
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
も
う
会
う
こ
と
も
な
い
人
々
の
語
り

か
け
て
く
れ
た
一
言
や
、先
生
方
の
指
導
、

近
所
の
人
た
ち
、
大
切
な
友
達
、
そ
し
て

何
よ
り
家
族
が
支
え
て
く
れ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
20
年
を
振
り
返
っ
て
そ
う
気

づ
き
ま
し
た
。

さん ( 郷市 )

さん ( 佐野 )
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区　分 住民基本台帳人口 歳出額(A) 人件費(B) 人件費率(B/A) 23年度(参考)

24年度 10,385人 82億1,700万円 14億1,971万円 17.3％ 16.7％

区　分 職員数(A)
給　　与　　費 1人当たり

給与費(B/A)給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計(B)

24年度 180人 6億1,895万円 7,399万円 2億1,741万円 9億1,035万円 506万円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 240,640円 284,571円 318,066円

高校卒 202,966円 242,133円 284,633円

区　分 6月期 12月期 計

期 末 手 当     1.225月分       1.375月分   2.6月分

勤 勉 手 当 0.675月分   0.675月分 1.35月分

区　　分 平 均 給 料 額 平均給与月額 平 均 年 齢

一般行政職 299,926円 332,923円 41.5歳

区　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

ラスパイレス指数 92.1 91.3 91.5 92.1

美浜町人事行政の運営等の
状況を公表します

　町では、人事行政について、町民の皆さんにその運営状況を明らかにしながら、更なる適正化を進めています。
　条例や町議会における予算の審議を通じて公表されていることとあわせて、町民の皆さんにより一層これをご
理解いただくため、人事行政の運営等の状況をお知らせします。
　※その他の詳細な項目については、町のホームページで公表しています。

１．人件費 (普通会計決算) 人口は平成25年3月31日現在

※特別職及び公営企業等会計部門を除く。

※普通会計とは、一般会計に診療所会計を加えたものです。

※国の給料を100とした場合における美浜町の給料の指数(平成25年度については、削減後の国の給料と比較した指数は99.7となります)

２．職員給与費 (普通会計決算)

６．平均給料月額及び平均年齢 (平成25年4月1日現在)

５．学歴･経験年数別平均給料月額 (平成25年4月1日現在)

７．期末・勤勉手当 (平成24年度支給割合)

３．ラスパイレス指数

区　　分 一般行政職 技能労務職 医療職(三)

高校卒 140,100円 137,200円 －

短大3卒 － － 188,900円

大学卒 161,600円 － 198,300円

４．初任給

※短大3卒･･･3年生の短期大学の卒業者

※給与月額は、給料月額に職員手当の額を加えたものです。
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区　分 内　　容

扶養手当(月額)

配偶者　13,000円
配偶者以外1人目　6,500円(配偶者がいない場合は11,000円)
　　〃　　2人目以降　6,500円
※満16歳以上22歳までの子1人については、5,000円を加算。

住居手当(月額) 世帯主である職員に借家12,000円を超える家賃の額に応じ、最高27,000円まで

通勤手当(月額) 通勤距離2㎞以上で距離に応じて2,000円から24,500円まで

宿日直手当(1回) 4,200円　※5時間未満の勤務の場合 1回2,100円

管理職手当(月額) ・課長級　49,500円～57,800円
・総務課長補佐　29,700円～31,700円

区　分 町 　長 副 町 長 教 育 長 議　　長 副  議  長 議　員

給料･報酬月額 850,000円 670,000円 560,000円 300,000円 245,000円 235,000円

期末手当月数 2.95月分 3.1月分

区　分 職　員　数
対前年増減数

部　門 平成24年度 平成25年度

一

般

行

政

議　会 3 3
総　務 34 33 ▲1
税　務 9 9
農　水 11 10 ▲1
商　工 8 8
土　木 9 8 ▲1
民　生 65 62 ▲3
衛　生 12 14 2
小　計 151 147 ▲4

特
別
行
政

教　育 30 32 2
警　察
消　防
小　計 30 32 2

合　計 181 179 ▲2

公
営
企
業
等

病　院
水　道 5 5
交　通
下水道 2 2
その他 6 6
小　計 13 13

総　合　計 194 192 ▲2

区　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

職　員　数 204人 201人 194人 192人

対前年増減数 ▲3 ▲3 ▲7 ▲2

期末手当は、給料･報酬月額に役職加算を乗じたものを基礎額とします。
※上記の公表金額は、税や各種保険料等を引く前の金額で、いわゆる手取り額ではありません。

※条例に定められている職員定数は250人

８．職員手当 (平成25年度分)

11．年次別職員数(実績)

９．特別職の報酬等 (平成24年度分)

10．部門別職員数 (平成25年4月1日現在)
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種 類 試験区分 公告日 申込受付期間
試験日 最終合格

発表日第1次試験 第2次試験

高校
卒業
程度

事　務

平成24年7月5日
 平成24年

7月25日～8月15日
平成24年
9月16日

平成24年
10月27日

平成24年
11月12日

保育士

12．職員採用候補者試験の実施状況

□ 試験日程等

種 類 試験区分 採用予定数 申込者数
第1次試験 第2次試験

競争倍率
受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

高校
卒業
程度

事　務 3 27 24 7 6 3 8.0

保育士 3 3 3 3 3 3 1.0

計 6 30 27 10 9 6 4.5

□ 申込者数･受験者数･合格者数及び競争倍率

15．職員の福祉及び利益の保護の状況

健康診断･検診名 受診者数 決算額

定期健康診断 189人
2,039,810円

人間ドック 46人

　職員の健康の保持増進を目的とした各種健康診断等の厚生事
業は、労働安全衛生法等に基づき実施しています。

□ 職員の健康管理の状況

名　　称 美浜町職員組合

組合員数 173人

町補助金 1,000,000円

主な事業

事業区分 事業内容 参加人数

 福利厚生事業  人間ドック助成等11事業 242人

 教育文化事業  環境美化活動等5事業 93人

 組織強化事業  意見交換会 17人

　職員の福祉向上と互助共済を目的とした事業は、主に職員に
よる互助組織である｢美浜町職員組合｣が実施しています。

□ 美浜町職員組合事業の実績状況

　職員が仕事中や通勤途中でけがをしたり、仕事が原因で病気
になったりした時は、原則として公務災害として取り扱いま
す。

□ 公務災害発生状況

町長部局 議会事務部局 教育委員会
事務部局 左記以外 計

1人 0人 0人 0人 1人

(平成24年度分)

13．職員の勤務時間等の状況

勤務時間 午前8時30分から午後5時30分まで

休憩時間 正午から午後1時まで

※公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する
必要のある職員(保育園等)は、上記以外の勤務時間の割り
振りとなります。

降 任 免 職 休 職 降 給 合 計

0人 0人 2人 0人 2人

14．職員の分限処分及び懲戒処分の状況

※分限処分とは、公務の能率の維持及びその適正な運営の
確保の観点から、職員がその職責を十分に果たすことがで
きない場合に行う処分のことをいいます。

□ 分限処分の状況

戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計

0人 0人 0人 0人 0人

※懲戒処分とは、職務上の義務違反等公務員としてふさわ
しくない非行がある場合に行う処分のことをいいます。

□ 懲戒処分の状況

(平成24年度分)

(平成24年度分)

(平成24年度分)

※お問い合わせ先 町総務課(担当･瀬戸) ☎32‐6700
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社会福祉功労者厚生労働大臣表彰を受賞
■ お問い合わせ先
　町福祉課　担当 ･ 浜野
　 ☎ 32‐6704

　
　
　

月
15
日
に
、
民
生
委
員･

　
　
　

児
童
委
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の
推
進
に
貢
献

し
た
功
績
を
称
え
、
橘
祥
子
さ

ん(
丹
生)

に
社
会
福
祉
功
労
者
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

橘
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
8

期
24
年
連
続
で
民
生
委
員･

児
童

委
員
に
任
命
さ
れ
、
美
浜
町
民
生

児
童
委
員
協
議
会
会
長
や
福
井
県

民
生
児
童
委
員
協
議
会
理
事
等
を

務
め
ら
れ
、
地
域
住
民
と
の
交
流

11

橘 祥子 氏(丹生)

民生委員 ･ 児童委員の橘 祥子氏

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
孤
立
し
が
ち
な
高
齢

者
と
地
域
社
会
を
つ
な
ぐ｢

ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン｣

や
、
集
落
に
出
向

き
未
就
園
児
を
見
守
る｢

ミ
ニ
さ

く
ら
ん
ぼ｣

の
運
営
等
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
橘
さ
ん
は
、｢

家

族
や
周
り
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。｣

と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

小型動力ポンプ付軽積載車を新配置
■ お問い合わせ先
　美浜消防署
　 ☎ 32‐1190

　
　
　

浜
消
防
団
第
3
分
団
第
4

　
　
　

部(

興
道
寺)

に
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
軽
積
載
車
が
新
た
に
配

置
さ
れ
、
12
月
19
日
に
、
町
役
場

前
で
山
口
町
長
に
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
3
分
団
第
4
部
の
旧
小
型
動

力
ポ
ン
プ
は
、
平
成
6
年
2
月
に

配
置
さ
れ
て
以
来
、
約
20
年
が
経

過
し
て
お
り
、
今
回
、
機
動
力
の

向
上
と
初
動
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
積

載
車
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

美

美浜消防団第 3 分団第 4 部 ( 興道寺 ) に

　

髙
城
茂
弘
部
長
は
、｢

消
防
団
活

動
及
び
災
害
活
動
等
に
、さ
ら
に

団
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。｣

と
山
口
町
長

に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

↑山口町長にお礼の言葉を述べる髙城茂弘部長 ( 右から 3 人目 )

↑配置された小型動力ポンプ付軽積載車 ↑小型動力ポンプ
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各集落での住民税(町県民税)の

申告受付を2月20日(木)から始めます
■ お問い合わせ先　町税務課 ( 担当 ･ 馬野 ) ☎ 32‐6702

　
　
　

で
は
、
平
成
26
年
度
の
各

　
　
　

集
落
で
の
住
民
税(

町
県
民

税)

の
申
告
受
付
を
2
月
20
日(

木)

か
ら
始
め
ま
す
。

　

都
合
の
悪
い
方
は
、
町
税
務
課

で
申
告
で
き
ま
す
の
で
、
期
間
中

に
必
ず
申
告
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

町
申告受付日 集落名 会　　場 受付時間

2
月

20日(木)

南 市 文化会館   9:30～11:00

上 野 生活改善センター 13:30～14:30

坂 尻 多目的センター 15:30～16:30

21日(金)

丹 生 ニューポート   9:30～11:00 

麻 生 王の舞会館 13:30～14:30

早 瀬 生活改善センター 15:30～16:30

25日(火)

新 庄 山村開発センター   9:30～11:00

北 田 集落センター 13:30～14:30

山 上 農村婦人の家 15:30～16:30

26日(水)

佐 柿 国吉会館  9:30～11:00

松 原 担い手センター 13:30～14:30

小 倉 小倉会館 15:30～16:30

27(木)
久々子 生活改善センター   9:30～11:00

菅 浜 農業構造改善センター 13:30～16:00

3
月

4日(火)

佐 田･
けやき台

佐田公民館   9:30～11:00

日向 漁村センター 13:30～16:00

5日(水)

太 田 生活改善センター   9:30～11:00

和 田 ふる里交流センター 13:30～14:30

大 藪 生活改善センター 15:30～16:30

※この会場では確定申告の受付はできません。

■ 住民税申告受付会場・日程

▼ 

申
告
に
必
要
な
も
の

●  

印
鑑

● 

平
成
25
年
中
の
収
入
や
必
要
経

費
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

● 

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書

● 

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
介
護
医
療
保
険
料
、
地
震
保

険
料
、
旧
長
期
損
害
保
険
料
の
支

払
証
明
書

● 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方[

医
療

費
の
支
払
額
か
ら
保
険
金
等
で
補

▼ 

住
民
税
の
申
告
の
期
間

  

2
月
17
日(

月)

～

3
月
17
日(

月)

● 

所
得
が
な
く
て
も
町
役
場
か
ら

申
告
の
案
内
の
送
付
が
あ
っ
た
方

(

国
民
健
康
保
険
加
入
者
等
）

▼ 

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

て
ん
さ
れ
る
額
を
差
し
引
い
た
額

が
10
万
円
以
上(

所
得
の
5
％
が

10
万
円
以
下
の
方
は
そ
の
金
額)]

は
、
医
療
費
の
領
収
書(

明
細
の
わ

か
る
も
の)

　

平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
、
美
浜

町
に
居
住
し
、
次
に
該
当
す
る
方

● 

平
成
25
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方

※
所
得
が
給
与
や
公
的
年
金
だ
け

で
、
そ
の
支
払
者
か
ら
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
や
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　確定申告をされる方は、税務署や町役場等確定申告会場を
ご利用ください。

　　2月17日(月)

　　　～3月17日(月)
美浜町役場 税務課

  9:00～11:00

13:00～16:00
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日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

　
　
　

を
目
的
に
、
地
方
公
共
団

体
が
実
施
す
る
防
災･

減
災
の
た

め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
臨
時

的
な
措
置
と
し
て
、
町
県
民
税
の

均
等
割
税
額
が
各
５
０
０
円
ず
つ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
こ
の
改
正
は
全
国
的
に
行
わ
れ

ま
す
。

現　行 平成26年度～35年度

町民税均等割額 3,000円 　3,500円

県民税均等割額 1,000円 　1,500円

均等割総額 4,000円 　5,000円

　

復
興
特
別
所
得
税
が

　
　

創
設
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告
及
び
納
付
を
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各

年
分
の
基
準
所
得
税
額(
原
則
と

し
て
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額)

に
2.1
％
の
税
率
を
掛
け
て
計
算
し

た
金
額
で
す
。

　

災
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ

　

地
震
、
火
災
、
風
水
害
等
の
災

害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
等
に

損
害
を
受
け
た
方
は
、
次
の
ど
ち

ら
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と

で
、
所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①｢

所
得
税
法｣

に
よ
る
雑
損
控

除
の
方
法

②｢

災
害
減
免
法｣

に
よ
る
所
得

税
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方
法

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

寄
附
金･

義
援
金
を

　
　
　

支
払
っ
た
方
へ

　

個
人
の
方
が
寄
附
金･

義
援
金

を
支
出
し
た
場
合
に
は
、
確
定
申

告
を
行
う
こ
と
で
、
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
に
は
、
寄
附
金･

義

援
金
の
領
収
書
や
受
領
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成26年度～平成35年度まで

住民税の均等割額が引き上げられます

東

所得税の確定申告

申告の際には次の点をご確認ください
■ お問い合わせ先　敦賀税務署 ☎ 22‐1010

会場 期間 相談従事者

 美浜町役場  2月27日(木)～28日(金)
 3月5日(水)～7日(金) 税理士

国税庁ホームページを活用した申告の指導や相談に応じます。

▲

 e‐Tax申告相談会場

　
　
　

得
税
の
確
定
申
告
の
際
に

　
　
　

は
、
次
の
点
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
所

　

消
費
税
法
の
一
部
が

　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
消
費
税
収
入
の
使
途
が
明
確
化

さ
れ
ま
し
た
。

②
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

③
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go
.jp

■ お問い合わせ先　町税務課 ( 担当 ･ 馬野 ) ☎ 32‐6702
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美浜の環境シリーズ 65

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
林
水
産
課(

担
当･

鳥
羽)

　
　
　
　
　
　

  　
　

☎
32
‐
６
７
０
６

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

　
　
　
　
　
　

  　
　

☎
32
‐
６
７
０
３

　

 

土
づ
く
り

　

水
を
は
っ
た
田
ん
ぼ
の
中
で
は
、
土
壌

生
物
や
た
く
さ
ん
の
菌
が
、
冬
の
間
も
土

を
耕
し
て
く
れ
ま
す
。

　

特
に
、
米
ヌ
カ
等
の
有
機
物
を
水
田
の

表
面
に
ま
く
こ
と
で
、
土
ご
と
発
酵
が
起

こ
り
、
増
殖
し
た
イ
ト
ミ
ミ
ズ
の
フ
ン
が

ゲ
ル
状
の
ト
ロ
ト
ロ
層
を
作
っ
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
中
で
は
、
有
機
物
が
養
分
と
し

て
稲
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
状
態
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
 

雑
草
対
策

　

イ
ト
ミ
ミ
ズ
の
フ
ン
で
で
き
た
ト
ロ
ト

ロ
層
は
、
春
草
の
種
を
閉
じ
込
め
、
芽
を

出
し
に
く
く
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
除
草

剤
の
使
用
を
減
ら
せ
ま
す
。

　

 

害
虫
対
策

　

冬
水
田
ん
ぼ
で
は
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
や
ユ

ス
リ
カ
と
い
っ
た
小
動
物
が
た
く
さ
ん
繁

殖
し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
エ
サ
と
す
る
カ
エ

ル
や
ク
モ
が
増
え
る
と
、
害
虫
を
食
べ
て

く
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
農
薬
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

 

水
鳥
と
冬
水
田
ん
ぼ

　

農
法
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
が
あ
る

冬
水
田
ん
ぼ
で
す
が
、
ガ
ン
や
カ
モ
等
の

渡
り
鳥
の
休
息
地
や
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ハ

ク
チ
ョ
ウ
等
、
水
鳥
の
エ
サ
場
と
し
て
の

役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
例
と
し
て

有
名
な
の
が
宮
城
県
大
崎
市
の
蕪か
ぶ

栗く
り

沼ぬ
ま

で

す
。

　

蕪
栗
沼
は
も
と
も
と
１
，０
０
０
ha
を

超
え
る
湿
地
で
し
た
が
、
新
田
開
発
等
に

よ
り
１
５
０
ha
ま
で
そ
の
面
積
が
減
少
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
飛
来
す
る
渡
り
鳥
の

数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
ね
ぐ
ら
や

餌
場
の
確
保
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
対
策
と
し
て
２
０
０
３
年
か
ら
冬
水
田

ん
ぼ
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
蕪
栗
沼
の
水
田
は
貴
重
な

水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
２
０
０
５
年
に｢

蕪
栗

沼･

周
辺
水
田｣

と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
へ
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

自然にやさしい
　　　   ｢ 冬

ふ ゆ

水
み ず

田
た

んぼ ｣
　現在、一般的な米作りの方法では、稲刈り後の田んぼには翌年の田

植え直前まで水を入れず、乾かしておきます。これに対し、冬の間も

水をはっておくのが冬水田んぼです。

　今月号では、冬水田んぼが自然にもたらす効果について紹介します。

↑冬水田んぼで休息する水鳥(久々子)

↑イトミミズのフンで作られるトロトロ層

冬水田んぼ(新庄)

　

町
で
は
、
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
冬
水

田
ん
ぼ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
冬
水
田
ん
ぼ
を
実
施
さ
れ
る
農

業
者
に
は
、
国
の
制
度
を
利
用
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。支
援
制
度
の
詳
細
は
、

町
農
林
水
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

 

冬
水
田
ん
ぼ
の
支
援
制
度
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全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会

全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

美浜発電所の状況

　今回の報告では、12月17日から1月17日までの美浜発電所の状況等
についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
で
は
、
東
京

電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の

教
訓
、
ま
た
、
国
内
外
の
最
新
知
見
を
踏

ま
え
、
安
全
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
美
浜
発
電
所
が
実
施
し

て
い
る
浸
水
対
策
等
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
、
同
発

電
所
が
想
定
し
て
い
た
津
波
の
評
価
値
を

9.5
ｍ
上
回
る
約
15
ｍ
の
津
波
が
来
襲
し
た

こ
と
を
受
け
、
美
浜
発
電
所
で
は
、
安
心

の
観
点
か
ら
津
波
が
直
接
到
達
す
る
外
海

側
は
、
そ
れ
ま
で
評
価
し
て
い
た
値
に
9.5

ｍ
を
上
乗
せ
し
た
、
11･
5
ｍ
の
防
潮
堤

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
、
平
成
25
年
11
月
25
日
に
完

成
し
て
い
ま
す
。

　

内
海
側
に
つ
い
て
は
、
外
海
側
か
ら
津

波
が
回
り
込
ん
で
く
る
間
に
減
衰
す
る
こ

と
を
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
評
価
し
て
い
た

津
波
高
さ
2
～
3
ｍ
に
対
し
、
十
分
に
余

　

地
震
等
の
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
も
機

能
が
喪
失
し
な
い
緊
急
時
の
指
揮
所
と
し

て
、
あ
ご
越
え
部
に
免
震
事
務
棟
の
設
置

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
務
棟
は
、災
害
時
に
お
い
て
も
、

必
要
な
電
源
確
保
を
は
じ
め
、
放
射
性
物

質
の
流
入
防
止
、
衛
星
通
信
等
の
通
信
機

能
確
保
等
を
備
え
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

地
上
9
階･

地
下
1
階
の
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
で
、
最
大
約
１
，０
０
０

人
の
収
容
が
可
能
で
す
。

　

本
工
事
は
、
現
在
、
建
屋
の
基
礎
工
事

を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
上
期
の

運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

あ
ご
越
え
部(

外
海
側)

防
潮
堤
設
置
工
事

全
周(

内
海
側)

防
潮
堤
設
置
工
事

免
震
事
務
棟
設
置
工
事

裕
が
あ
る
6
ｍ
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
取
水
設
備
周
り
の
防
護
壁

(

1･

2
号
機
約
70
ｍ･

3
号
機
約

１
４
０
m)

は
、
平
成
25
年
10
月
31
日
に

完
成
し
て
い
ま
す
が
、
総
延
長
約
1.4

 

km
の

全
周
防
潮
堤
は
、
平
成
27
年
度
末
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

↑昨年11月25日に完成したあご越え部の
　防潮堤(海抜11.5ｍ／延長約100ｍ)

↑免震事務棟イメージ図

↑昨年10月31日に完成した1･2号機取水設備周り
　の防護壁(海抜6ｍ／延長約70ｍ)

防潮堤 ･ 防護壁 ･ 免震事務棟の位置図

内海側防潮堤
( 海抜 6m/ 延長約 1.4 ㎞ )
( 平成 27 年度末完成予定 )

１号機2 号機

3 号機
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お知らせ
募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民環境課　３２－６７０３

福　祉　課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

健康づくり課(はあとぴあ内)　
　　　　　　３２－３１１１

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

文化財室　　３２－００２７

給食センター３２－２１１１

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

な び あ す   ３２－１２１２

生涯学習課(なびあす内)
　　　　　　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

町立図書館(なびあす内)　
　　　　　　３２－００８３

○
よ
ち
よ
ち
お
は
な
し 

0･

1･

2

● 

日 

時　

2
月
6
日(

木)

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
10
時
30
分

● 

対 

象　

0･

1･

2
歳
児

※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

● 

内 

容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、　
　

　

手
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
等

● 

参
加
費　

無
料

２
月
の
町
立
図
書
館
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

会 

場　

お
は
な
し
の
へ
や　

○
絵
本
を
楽
し
む
会

● 

日 

時　

2
月
20
日(

木)

　
　
　
　

 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

● 

会 

場　

町
立
図
書
館　

● 

対 

象　

　

絵
本
の
好
き
な
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

● 

内 

容　

 

　

テ
キ
ス
ト｢

絵
本
は
と
も
だ
ち｣

を
使

い
、
皆
さ
ん
と
絵
本
を
楽
し
み
ま
す
。

○
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

● 

対 

象　

3
歳
～
小
学
校
低
学
年

 

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

● 

日
時　

2
月
15
日(

土)

　
　
　
　

午
後
3
時
～
3
時
30
分

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　
　
　

☎
32
‐
０
０
８
３

● 

内
容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び 

● 

参
加
費　

無
料

● 

会 

場　

お
は
な
し
の
へ
や　

｢ひと箱古本市｣
なびとしょ横丁

■日　時 3 月 16 日 ( 日 )　
午前 11 時～午後 4 時

■場　所 なびあす　学びのストリート

■内　容 誰でも本屋さんになれるフリー
マーケット形式の古本市

■参加料 無料

｢ ひと箱 ｣ から参加できる気軽な古本市です。家に眠っている本、
本棚に収納できなくなった雑誌等を集めて、ぜひご参加ください。

申し込み 3 月 2 日 ( 日 ) まで

■出店条件

個人またはグループで、古本 ･ 雑誌の販売を行われる方
( 出店はしないが、蔵書の紹介をしたい方も可 )
★高校生 (18 歳 ) 以下の方は保護者同伴でお願いします。
★当日会場の店番ができる方に限ります。
★有害図書の販売は禁止します。

図書館にある申込書に必要事項を記入の上、提出してください

※お問い合わせ先　町立図書館 ( 担当 ･ 大同 ) ☎ 32‐0083

● 

参
加
費　

無
料

※
初
め
て
の
方
は
、
テ
キ
ス
ト
代
１
，

７
８
５
円
が
必
要
で
す
。
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Mihama　Information

みんなで投票。みんなで参加。
あなたの一票大切に美浜町議会

議員選挙

投票日は 3 月 9 日 ( 日 ) です

　投票日に仕事やレジャー等で投票に行けない方は、期日
前投票ができますので、町役場へお越しください。

※お問い合わせ先
　町選挙管理委員会(町総務課内) 担当･片山 ☎32-6700

□ 期 間　3月5日(水)～3月8日(土)午前8時30分～午後8時

□ 会 場　町役場1階　期日前投票所

午前7時～午後8時
※第7投票所(菅浜海の暮らし館)と第8投票所(はまかぜ保育
園)の投票時間は午前7時から午後7時です。

投票時間

期日前投票

※立候補予定者説明会は、2月7日(金)午後1時30分から町役場
　(3階正庁)で行います。

※お問い合わせ先　町総務課 防災安全室(担当・武田) ☎32‐6700

あなたに夢を。街に元気を。
　平成25年度コミュニティ助成(地域防災組織育成)事業により、
河原市区自主防災会に防災用備品を整備しました。

  この事業は、財団法人自治総合センターが宝くじの収益の一部を財源として、宝くじの普及
広報事業を目的として各種のコミュニティ活動を対象に助成するものです。

↑除雪機 ↑水中ポンプ

↑発電機

↑ハロゲンライト

相
続
登
記
無
料
相
談
が　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
す　

　

福
井
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
2
月

を｢

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間｣

と

定
め
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。

　

相
続
登
記
を
は
じ
め
、
遺
言
、
遺
産
分

割
協
議
等
、
相
続
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

※
予
約
は
不
要
で
す
。

● 

日 

時　

2
月
1
日(

土)

～
28
日(

金)

● 

会 

場　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
名
簿
一
覧
を
掲
載
し

　

て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
司
法
書
士
会

　

(

福
井
市
大
手
3
丁
目
15
‐
12

　
　
　
　
　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ビ
ル
5
階)

　
　
　
　

☎
０
７
７
６
‐
30
‐
０
０
０
１

HP  h
ttp

://w
w

w
.fu

ku
ish

ih
o
-yo

sh
i.o

r.jp
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人
権
擁
護
委
員
が　
　
　
　
　
　
　

代
わ
り
ま
し
た　

　

前
人
権
擁
護
委
員
の
欠
員
に
伴
い
、
1

月
1
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
新
た
に

知
場
富
雄
氏(

笹
田)
が
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人

権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監

視
し
、
も
し
も
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に
適
切
な
処

置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自
由
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・ 

知
場　

富
雄 

氏(

笹
田)☎

32
‐
５
８
２
５

人
権
擁
護
委
員

新※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
渡
辺)

☎
32
‐
６
７
０
３

自衛官 を募集します

募集種目 受付期間

幹部候補生(一般 歯科･薬剤科)  2月1日～4月25日

医科･歯科幹部 2月1日～4月25日

予備自衛官補(一般 技能) 1月8日～4月2日

詳しくはホームページをご覧ください
HP：http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

※お問い合わせ先　
　自衛隊福井地方協力本部敦賀地域事務所 ☎23‐2026

大
学
生
等
就
職
説
明
会
が　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
す　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
敦
賀
で
は
、
平
成
27
年

3
月
に
大
学
等
を
卒
業
さ
れ
る
学
生
の
皆

さ
ん
や
、
若
年
U
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象

と
し
た
就
職
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

● 

日 

時　

3
月
1
日(

土)

　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

　
　
　
　

 

※
受
付
午
後
1
時
～

● 

会 

場　

き
ら
め
き
み
な
と
館

　
　
　
　
　
　

 (

敦
賀
市
桜
町
1
‐
1)

● 

対 

象　

　

平
成
27
年
3
月
大
学･

短
大･

高
専･

専
修
学
校
卒
業
予
定
者
、
若
年
U
タ
ー
ン

希
望
者
、
既
卒
の
方
等

● 

参
加
企
業　

 

　

美
浜
町･

敦
賀
市･

若
狭
町
の
企
業

　

40
社(

予
定)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
敦
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
４
２
２
０

風
疹
予
防
接
種
費
用
の
助
成
は　
　

3
月
31
日
ま
で
で
す

　

町
で
実
施
し
て
い
る
風
疹
の
予
防
接
種

費
用
助
成
制
度
が
3
月
31
日
で
終
了
し
ま

す
。

▼
対 

象　

①
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
方

②
妊
婦
の
配
偶
者

③
風
疹
の
抗
体
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
妊

婦
と
同
一
世
帯
の
方

▼
助
成
費
用　

麻
疹
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン 

５
，０
０
０
円

風
疹
ワ
ク
チ
ン　
　
　
　

 

３
，０
０
０
円

※
1
人
1
回
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限　

接
種
し
た
日
の
翌
月
末
ま
で
に
必
要
書
類

を
町
健
康
づ
く
り
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
づ
く
り
課(

担
当
・
岸
本)

☎
32
‐
３
１
１
１

多重債務相談窓口(無料)
　多重債務や借金の返済で悩んでいることが
ありましたら、お気軽にご相談ください。

■日　時 月曜日～金曜日 ( 祝日を除く )

午前 9 時～正午、午後 1 時～ 5 時

■相談専用電話 ☎ 076‐292‐7951
■場　所 財務省北陸財務局

( 金沢市新神田 4 丁目 3 番 10 号
　　　　　金沢新神田合同庁 5 階 )

※
た
だ
し
、
3
月
に
接
種
し
た
場
合
は
、

3
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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イ
～福滋県境交流促進協議会からのお知らせ～

　福滋県境交流促進協議会は、嶺南6市町と滋賀県湖北･湖南の3市
(米原市･長浜市･高島市)で構成される協議会です。
　協議会では、県境を越えて交流を深め、各市町間で連携･協力する
ことで、相互の魅力あるまちづくりを進めています。

開催日 イベント名 開催場所 お問い合わせ先

2月1日(土)
くつき雪まつり
2014

滋賀県高島市
朽木スキー場

朽木むらおこし公社 ☎0740-38-2770

2月1日(土)　
　～2日(日)

雪合戦奥伊吹バトル
＆かまくら祭り

滋賀県米原市甲津原 米原市商工観光課 ☎0749-58-2227

2月上旬(日) 野坂だのせ祭り
敦賀市　野坂神社
野坂公民館

敦賀市文化振興課 ☎0770-22-8152

2月10日(月)～
　4月18日(金) 大通寺｢あせび展｣

滋賀県長浜市元浜町 
大通寺

大通寺 ☎0749-62-0054

2月15日(土)～
　  3月3日(月)

第9回若狭高浜
ひなまつり

高浜町本町商店街周辺
高浜町役場　まちづくり課
若狭高浜観光協会

☎0770-72-7705

☎0770-72-0338

ベント情報

↑第 9 回若狭高浜ひなまつり

　平成 25 年 1 月から 12 月末までの閲覧状況は次のとおりです。

閲覧者氏名
（法人の場合は名称及び
代表者または管理者名）

閲覧事由(利用目的)の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

㈱ジー･アイ･システム
代表取締役　鈴木文雄

ボランティア活動に関するアンケート調査
(委託者：福井県健康福祉部地域福祉課長) 平成25年1月9日 10歳以上80歳未満の

男女 町内一円・28人

㈱ジー･アイ･システム
代表取締役　鈴木文雄

｢福井県環境基本計画｣策定に関するアンケート調
査(委託者：福井県安全環境部環境政策課長) 平成25年2月20日 20歳以上の男女

町内一円・33人

㈱キャリアプラス
代表取締役　中田信弘

情報入手源に関するアンケート調査
(委託者：福井県総合政策部情報政策課長) 平成25年3月4日 15歳以上の男女

町内一円・26人

公立大学法人福井県立大学
　理事長　吉田優一郎

ボランティア・市民活動(ＮＰＯ等)に関するアン
ケート調査 平成25年6月6日 60歳以上の男女

町内一円・31人

㈱ヒューマン･デザイン
代表取締役　光川幹夫

配偶者からの暴力に関する実態調査
(委託者：福井県総務部男女参画・県民活動課長) 平成25年6月20日 18歳以上の男女

町内一円・31人

㈱ジー･アイ･システム
代表取締役　鈴木文雄

｢ふくい健康の森｣と健康･生きがいづくりに関す
る調査(委託者：福井県健康福祉部地域福祉課長) 平成25年7月10日 中学生以上の男女

町内一円・50人

社団法人　中央調査社
会長　西澤豊

生活環境やエネルギーに対する意識調査
(委託者：㈱時事通信社　大阪支社) 平成25年8月9日 20歳以上の男女

木野、佐田区・47人

㈱日本リサーチセンター
代表取締役　鈴木稲博

生活意識に関するアンケート調査
(委託者：日本銀行情報サービス局長) 平成25年9月5日

20歳以上の男女
日向、松原、南市、
宮代、安江区・15人

社団法人　新情報センター
　事務局長　平谷伸次

外交に関する世論調査
(委託者：内閣府大臣官房政府広報室長) 平成25年9月11日 20歳以上の男女

日向区･10人

㈱ライトスタッフ
代表取締役　玉森慶三

食育・地産地消に関するアンケート調査
(委託者：福井県農林水産部農林水産振興課長) 平成25年12月5日 20歳以上の男女

町内一円・38人
㈱エヌ･ティ･ティマーケテ
ィングアクト　北陸支店　

北陸支店長　小林正和

ボランティア活動に関するアンケート調査
(委託者：福井県総務部男女参画・県民活動課長) 平成25年12月19日 18歳以上の男女

町内一円・26人

住民基本台帳法に基づく住民基本台帳の閲覧状況を公表します

※お問い合わせ先　町住民環境課 ( 担当 ･ 武田 ) ☎ 32‐6703


